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(57)【要約】
【課題】迷光による光学的混色を抑える。
【解決手段】共通カソード電極１０に連続的に載るよう
に設けられて有機エレクトロルミネッセンス膜８を封止
する封止膜１４は、共通カソード電極１０の形状に対応
してバンク層１２の上方に盛り上がる凸部２２を有する
第１無機バリア層１６と、第１無機バリア層１６を覆う
第２無機バリア層２０と、第１無機バリア層１６及び第
２無機バリア層２０の間にある有機バリア層１８と、を
含む。第１無機バリア層１６の表面は、それぞれのアノ
ード電極６の中央部７の上方にある領域から凸部２２へ
と反曲することで窪む反曲領域２４を有し、有機バリア
層１８は、反曲領域２４に設けられている。ここにおい
て、有機バリア層１８は、５０％以下の光透過率を有す
る材料からなっている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の画素電極と、
　それぞれの前記画素電極の中央部を避けて端部に載るように、隣同士の前記画素電極の
間に設けられ、盛り上がる形状を有する絶縁層と、
　前記複数の画素電極及び前記絶縁層に連続的に載るように設けられ、前記絶縁層の形状
に対応して盛り上がる形状を有する有機エレクトロルミネッセンス膜と、
　前記複数の画素電極及び前記絶縁層の上方で連続的に前記有機エレクトロルミネッセン
ス膜に載るように設けられ、前記有機エレクトロルミネッセンス膜の形状に対応して盛り
上がる形状を有する共通電極と、
　前記共通電極に連続的に載るように設けられて前記有機エレクトロルミネッセンス膜を
封止する封止膜と、
　を有し、
　前記封止膜は、前記共通電極の形状に対応して前記絶縁層の上方に盛り上がる凸部を有
する第１無機層と、前記第１無機層を覆う第２無機層と、前記第１無機層及び前記第２無
機層の間にある有機層と、を含み、
　前記第１無機層の表面は、それぞれの前記画素電極の前記中央部の上方にある領域から
前記凸部へと反曲することで窪む反曲領域を有し、
　前記有機層は、５０％以下の光透過率を有する材料からなり、前記反曲領域に設けられ
ることを特徴とする有機エレクトロルミネッセンス表示装置。
【請求項２】
　前記有機層が黒色に着色されている、
　請求項１に記載の有機エレクトロルミネッセンス表示装置。
【請求項３】
　前記封止膜の上方にブラックマトリクスをさらに有し、
　前記ブラックマトリクスが前記有機層を覆っている、
　請求項１又は２に記載の有機エレクトロルミネッセンス表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、有機エレクトロルミネッセンス表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　有機エレクトロルミネッセンス表示装置は、有機膜を陽極と陰極で挟み込んだ構造を有
している（特許文献１）。通常、複数の有機膜が積層されており、その一層は発光層であ
る。有機膜には大気から遮断するための封止構造が必要であり、例えば、有機膜を無機膜
でサンドイッチした多層構造の封止膜を、有機膜の封止に使用した構造が知られている（
特許文献２）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１２－２３４７４８号公報
【特許文献２】特許第４３０３５９１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　高画質の表示装置では、画素の微細化によって、隣同士の画素が接近するようになって
きた。そのため、いずれかの画素で発生した光が他の画素に入り込むことがあり、画素の
色が異なる場合には混色が生じる。このような光学的混色は、光が封止膜を伝搬する迷光
によっても生じる。
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【０００５】
　本発明は、迷光による光学的混色を抑えることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　（１）本発明に係る有機エレクトロルミネッセンス表示装置は、複数の画素電極と、そ
れぞれの前記画素電極の中央部を避けて端部に載るように、隣同士の前記画素電極の間に
設けられ、盛り上がる形状を有する絶縁層と、前記複数の画素電極及び前記絶縁層に連続
的に載るように設けられ、前記絶縁層の形状に対応して盛り上がる形状を有する有機エレ
クトロルミネッセンス膜と、前記複数の画素電極及び前記絶縁層の上方で連続的に前記有
機エレクトロルミネッセンス膜に載るように設けられ、前記有機エレクトロルミネッセン
ス膜の形状に対応して盛り上がる形状を有する共通電極と、前記共通電極に連続的に載る
ように設けられて前記有機エレクトロルミネッセンス膜を封止する封止膜と、を有し、前
記封止膜は、前記共通電極の形状に対応して前記絶縁層の上方に盛り上がる凸部を有する
第１無機層と、前記第１無機層を覆う第２無機層と、前記第１無機層及び前記第２無機層
の間にある有機層と、を含み、前記第１無機層の表面は、それぞれの前記画素電極の前記
中央部の上方にある領域から前記凸部へと反曲することで窪む反曲領域を有し、前記有機
層は、５０％以下の光透過率を有する材料からなり、前記反曲領域に設けられることを特
徴とする。
【０００７】
（２）（１）に記載された有機エレクトロルミネッセンス表示装置において、前記有機層
が黒色に着色されていてもよい。
【０００８】
（３）（１）又は（２）に記載された有機エレクトロルミネッセンス表示装置において、
前記封止膜の上方にブラックマトリクスがさらに備えられ、前記ブラックマトリクスが前
記有機層を覆っていてもよい。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の実施形態に係る有機エレクトロルミネッセンス表示装置の断面図である
。
【図２】異物付近の拡大図である。
【図３】光が有機バリア層により吸収される様子を示す図である。
【図４】封止膜の成膜工程を示すフロー図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下に、本発明の実施の形態について、図面を参照しつつ説明する。なお、開示はあく
まで一例にすぎず、当業者において、発明の主旨を保っての適宜変更について容易に想到
し得るものについては、当然に本発明の範囲に含有されるものである。また、図面は説明
をより明確にするため、実際の態様に比べ、各部の幅、厚さ、形状等について模式的に表
される場合があるが、あくまで一例であって、本発明の解釈を限定するものではない。
【００１１】
　図１は、本発明の実施形態に係る有機エレクトロルミネッセンス表示装置１の断面図で
ある。同図に示すように、有機エレクトロルミネッセンス表示装置１は、平坦化層２を備
える。平坦化層２は、絶縁性を有する材料からなり、図示しない回路基板の上に設けられ
ている。
【００１２】
　また、平坦化層２の上には、素子層４が設けられている。素子層４は、有機エレクトロ
ルミネッセンス膜８を含む。有機エレクトロルミネッセンス膜８は、少なくとも発光層を
含み、さらに、電子輸送層、正孔輸送層、電子注入層及び正孔注入層のうち少なくとも一
層を含んでもよい。有機エレクトロルミネッセンス膜８を構成する少なくとも一層は、有
機材料からなる。図１に示す有機エレクトロルミネッセンス膜８が含む発光層は、白色の
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光を発するように構成されているが、複数色の光を発するように構成してもよい。
【００１３】
　また、素子層４は、複数のアノード電極６（画素電極）を含む。これら複数のアノード
電極６は、複数の画素に対応して設けられる。図１に示すように、各アノード電極６は、
平坦化層２上に設けられ、回路基板に形成された回路に電気的に接続される。アノード電
極６は、反射層と透明電極との積層構造からなる。
【００１４】
　また、素子層４は、絶縁体からなるバンク層１２（絶縁層）を含む。バンク層１２は、
隣同士のアノード電極６の間に設けられ、各アノード電極６の中央部７を避けつつ各アノ
ード電極の端部に載るように設けられる。バンク層１２は、画素を区画するようにバンク
の形状になって略２マイクロメートル盛り上がっている。バンク層１２は、隣同士のアノ
ード電極６の接触を防止したり、アノード電極６と後述する共通カソード電極１０のショ
ートを防止したりするために設けられる。上述の有機エレクトロルミネッセンス膜８は、
各画素に共有されるようになっており、複数のアノード電極６及びバンク層１２に連続的
に載るように設けられる。すなわち、有機エレクトロルミネッセンス膜８は、複数のアノ
ード電極６及びバンク層１２を覆うように設けられる。そのため、有機エレクトロルミネ
ッセンス膜８は、バンク層１２の形状に対応して盛り上がる。
【００１５】
　また、素子層４は、共通カソード電極１０（共通電極）を含む。共通カソード電極１０
は、アノード電極６と同じく、回路基板に形成された回路に電気的に接続される。共通カ
ソード電極１０は、各画素に共有されるようになっており、連続的に有機エレクトロルミ
ネッセンス膜８に載るように設けられる。すなわち、共通カソード電極１０は、有機エレ
クトロルミネッセンス膜８を覆うように設けられる。従って、共通カソード電極１０は、
有機エレクトロルミネッセンス膜８の形状に対応して盛り上がる。アノード電極６及び共
通カソード電極１０に電圧をかけることにより各々から正孔と電子を有機エレクトロルミ
ネッセンス膜８に注入し、注入された正孔と電子が発光層で結合して光を発する。すなわ
ち、一つのアノード電極６、有機エレクトロルミネッセンス膜８、及び共通カソード電極
１０の積層構造により、一つの有機エレクトロルミネッセンス発光素子（ここでは、ＯＬ
ＥＤ（Organic light-emitting diode））が形成される。有機エレクトロルミネッセンス
発光素子は、画素ごとに形成される。
【００１６】
　なお、図１では、隣接する２つの画素の断面が示されている。中央のバンク層１２より
左側が一方の画素（以下、左側の画素と表記する）の断面に相当し、中央のバンク層１２
より右側が他方の画素（以下、右側の画素と表記する）の断面に相当する。
【００１７】
　また、符号２５により指し示される物体は、素子層４の形成後に混入した塵及び埃等の
異物を示している。図２に、異物２５付近の拡大図を示した。
【００１８】
　素子層４は、封止膜１４により封止される。すなわち、図１に示すように、共通カソー
ド電極１０の上には、共通カソード電極１０に連続的に載るように（共通カソード電極１
０を覆うように）、封止膜１４が設けられている。
【００１９】
　封止膜１４は、第１無機バリア層１６（第１無機層）と、第１無機バリア層１６を覆う
第２無機バリア層２０（第２無機層）と、第１無機バリア層１６と第２無機バリア層２０
の間にある有機バリア層１８（有機層）と、を含む。
【００２０】
　第１無機バリア層１６は、水分透過を妨げる無機物質からなり、共通カソード電極１０
の上に設けられ、共通カソード電極１０の形状に対応してバンク層１２の上方に盛り上が
る凸部２２を有している。そのため、第１無機バリア層１６の表面は、各アノード電極６
の中央部７の上方にある領域から凸部２２へと反曲する（反り上がる）ことで窪む反曲領



(5) JP 2015-220001 A 2015.12.7

10

20

30

40

50

域２４を有している。図１に示す例では、第１無機バリア層１６は、略０．４マイクロメ
ートルの厚みを有するＳｉＮの層により構成されているが、これに限らず、例えば、略０
．４マイクロメートルの厚みを有するＳｉＮの層及び略０．０１マイクロメートルの厚み
を有するＳｉＯの層が積層された層であってもよい。
【００２１】
　後述するように第１無機バリア層１６は、蒸着により成膜されるが、上述したようにそ
の厚みは０．４マイクロメートル程度と薄い。そのため、図１に示す例では、異物２５の
下側面及び下面に第１無機バリア層１６が薄く形成される、または形成されず（図２参照
）、第１無機バリア層１６によって素子層４が完全には封止されていない。
【００２２】
　有機バリア層１８は、着色可能な有機樹脂（例えば、アクリル樹脂、ポリイミド樹脂、
及びエポキシ樹脂など）からなり、上述した反曲領域２４に設けられている。有機バリア
層１８には、少なくとも一部の波長域の光（例えば、可視光）の光透過率が５０％以下で
あるような有色染料又は有色顔料が添加されており、有機バリア層１８は、透明ではなく
着色されている。図１に示す例では、有機バリア層１８は、黒色に着色されている。また
、有機バリア層１８は、反曲領域２４だけでなく、異物２５の下側面や下面にも設けられ
る。有機バリア層１８により、異物２５と第１無機バリア層１６との間にある空間が埋め
られる。
【００２３】
　第２無機バリア層２０は、第１無機バリア層１６と同じく水分透過を妨げる無機物質（
ここでは、ＳｉＮ）からなり、図１に示すように、第１無機バリア層１６及び有機バリア
層１８に連続的に載るように、設けられる。図１に示す例では、第２無機バリア層２０は
、略０．４マイクロメートルの厚みを有している。
【００２４】
　封止膜１４の上方には、間隔を空けて図示しない対向基板が設けられる。対向基板の下
面には、ブラックマトリクス２６が設けられる。ブラックマトリクス２６は、反曲領域２
４に設けられた有機バリア層１８を覆うように設けられる。図１に示す破線は、ブラック
マトリクス２６の端部を通る垂線を示す。図１からわかるように、ブラックマトリクス２
６は、反曲領域２４に設けられた有機バリア層１８に重なっている。また、対向基板の下
面には、ブラックマトリクス２６の開口部分を覆う着色層２８が設けられる。対向基板、
ブラックマトリクス２６、及び着色層２８により、カラーフィルタ基板が形成される。封
止膜１４の上には充填剤３０が設けられている。充填剤３０により、封止膜１４とカラー
フィルタ基板との間のスペースが埋められるようになっている。
【００２５】
　以上のように、この有機エレクトロルミネッセンス表示装置１では、有機バリア層１８
が透明ではなく着色されている。よって、迷光による光学的混色を抑えることができる。
すなわち、有機バリア層１８が着色されているので、自画素の有機エレクトロルミネッセ
ンス膜８から出力される光のうちの一部の光３１が有機バリア層１８により吸収或いは減
衰され、弱められる。図３に、光３１が有機バリア層１８により吸収される様子を示した
。よって、封止膜１４を伝搬する光３１に基づく迷光によって隣の画素において光学的混
色が発生することが防止される。また、有機封止膜１８が着色されているので、封止膜１
４を伝搬して隣の画素から入射してきた迷光３２（図３参照）が有機バリア層１８により
弱められる。よって、隣の画素から入射してきた迷光３２によって自画素において光学的
混色が発生することも防止される。
【００２６】
　また、この有機エレクトロルミネッセンス表示装置１では、ブラックマトリクス２６が
反曲領域２４に設けられた有機バリア層１８を覆うように設けられているので、着色され
ている有機バリア層１８をブラックマトリクス２６で隠すこともできる。ブラックマトリ
クス２６の端部は有機バリア層１８の端部よりもより中央部７により近い箇所にある。こ
のような位置関係となることで、ブラックマトリクス２６の開口部から出射される光から
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とができる。
【００２７】
　また、有機バリア層１８を黒色に着色することで、迷光による光学的混色をより確実に
防止することもできる。
【００２８】
　図４は、封止膜１４の成膜工程を示すフロー図である。まず、第１無機バリア層１６を
素子層４上に成膜する（Ｓ１０１）。すなわち、Ｓ１０１では、１００℃以下の条件下、
プラズマＣＶＤ法でＳｉＮを蒸着することにより、ＳｉＮの膜を第１無機バリア層１６と
して成膜する。
【００２９】
　そして、第１無機バリア層１６上に、有機バリア層１８を成膜する（Ｓ１０２）。すな
わち、Ｓ１０２では、有機樹脂と重合開始剤とを混合した溶剤を真空環境下において第１
無機バリア層１６に霧状噴霧する。具体的には、溶剤を一定量ずつ断続的に霧状噴霧する
。付着した有機樹脂は液体としての挙動を示すため、異物２５の付近及び反曲領域２４で
は凝集して付着しやすいが、これら以外の平坦な場所では凝集が起こりにくく、付着もし
にくい。よって、異物の付近及び反曲領域２４では有機樹脂の層が厚く成膜され、平坦な
場所では有機樹脂の層が成膜されないか成膜されても薄く成膜される。また、Ｓ１０２で
は、溶剤の霧状噴霧の後、紫外光を照射することで有機樹脂を付着させる。
【００３０】
　そして、次のＳ１０３のステップで、エッチングにより、平坦な場所に成膜された有機
樹脂の層を除去する（Ｓ１０３）。Ｓ１０３のステップにより、有機バリア層１８が、反
曲領域２４及び異物２５の付近にのみ形成されることとなる。なお、Ｓ１０２において有
機樹脂の層が平坦な場所に成膜されていない場合、Ｓ１０３のステップは省略される。
【００３１】
　そして、次のＳ１０４のステップで、第２無機バリア層２０を、第１無機バリア層１６
及び有機バリア層１８上に成膜する（Ｓ１０４）。すなわち、Ｓ１０４では、１００℃以
下の条件下、プラズマＣＶＤ法でＳｉＮを蒸着することにより、ＳｉＮの膜を第２無機バ
リア層２０として成膜する。こうして、封止膜１４が成膜されることとなる。
【００３２】
　本発明は、上述した実施形態に限定されるものではなく種々の変形が可能である。例え
ば、実施形態で説明した構成は、実質的に同一の構成、同一の作用効果を奏する構成又は
同一の目的を達成することができる構成で置き換えることができる。
【符号の説明】
【００３３】
　１　有機エレクトロルミネッセンス表示装置、２　平坦化層、４　素子層、６　アノー
ド電極、７　中央部、８　有機エレクトロルミネッセンス膜、１０　共通カソード電極、
１２　バンク層、１４　封止膜、１６　第１無機バリア層、１８　有機バリア層、２０　
第２無機バリア層、２２　凸部、２４　反曲領域、２５　異物、２６　ブラックマトリク
ス、２８　着色層、３０　充填剤、３１　光、３２　迷光。
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